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1・ 遺構には一連番号をつけ、その前に

SA:築地・塀、SBI建物、SE:井戸、

SD:嵐 SKl土坑、SF:道路、SX:

その他など|の分類記号を付記する。

2.遺構の実測は国上方眼第Ⅵ座標を基

準とし、高きの基準は標高である。

3.遺構の寸法数字はm単位である。
4.PLANlの実測図の縮尺は 1/400で

その他は1/200である。

5.遺物写真のPL.番号は、対向ページ

の実測図にもおよぶこ―とにする。



1989～ 1991年度西隆寺発掘遺構実測図 (南半分 )

|

|

Y=-19500

形
/

―  X=-145040

―  X=-145060

―  X=-145080

一  X=-145100

―  X=-145120

―  X=-145140



1989～ 1991年度西隆寺発掘遺構実測図 (北半分)
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第209次垂直写真 (東半分)
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第209次実測図 (東半分)
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第209次垂直写真 (西半分)
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PLAN.3第209次実測図 (西半分)
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第210次 垂直写真

本調査区では周辺状況からヘリコプターあるいはクレーンによる垂直写真の撮影が

不可能であったため、「ハネツルベ方式」により撮影した。ハネツルベ方式とは井戸の
ハネツルベからヒントを得た撮影方法で、三脚支持のポールの一端にカメラを懸架し、

他端にカウンターウェイトを吊るしてバランスをとりながら撮影する方法である。 こ
の方式ではカメラを最大で地上 6mの高さまでしか持ち上げられないため画角が小さ
く、したがって調査区全域を網羅するには写真の枚数が多くなる。上掲の写真は多数
の垂直写真をモザイク合成したものである。
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第212次垂直写真 (上)第 212次下層写真 (下 )
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第212次実測図
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第219次垂直写真
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第221次垂直写真
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第221次実測図
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第227次垂直写真



第227次実測図
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第228次垂直写真 (南半分)
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第228次実測図 (南半分)
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第228次垂直写真 (北半分)



第228次実測図 (北半分)
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第223-21次垂直写真

本調査区では周辺状況からヘリコプターあるいはタレーンによる垂直写真の撮影が不可能であったため、「ハネツルベ方
式」により撮影した。ハネツルベ方式とは井戸のハネツルベからヒントを得た撮影方法で、三脚支持のポールの一端にカ
メラを懸架し、他端にカウンターウキイトを吊るしてバランスをとりながら撮影する方法である。この方式ではカメラを
最大で地上 6mの高さまでしか持ち上げられないため画角が小さく、したがって調査区全域を網羅するには写真の枚数が
多くなる。上掲の多数の垂直写真をモザイク合成したものである。



第223-21次実測図
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大和国西大寺往古敷地図 PL.22
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大和国西大寺敷地図
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PL.24西大寺伽藍絵図
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PL.25西大寺伽藍絵図 (西隆尼寺部分の拡大)
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大和国西大寺敷地図 PL.26
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軒瓦の組合せ(2)
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軒平瓦(4)
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軒平瓦の製作技法(1)
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軒平瓦の製作技法(3)
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道具瓦(2) PL。 44
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土境出土の土器  2:5
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S G 530出 上の上師器 2:5
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S G530出土の上師器・黒色土器・製塩土器 215
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S G530出上の須恵器 2:5 PL。 51
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S E491出上の土器 2:5 PL.52
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仏前具 (須恵器・施釉陶器) PL.53

503

議 穣騨爾欅咎奏
1警
齋簿麟

|1甲警甲寮霧羅署1攀鞠壽線鶴婢





PL.54施釉陶器・自磁
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硯・特殊土製品 PL.55
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墨書土器・線刻土器  1:1 PL.56
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縄文・古墳時代の上器 PL.57
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木製品 PL。 58
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木製品
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井戸枠転用の扉板 (A・ B材)





井戸枠転用の扉板 (C材)





井戸枠転用の扉板
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土器・銭貨の出土状況



土器埋納遺構内出上の布の頭微鏡写真 PL.66
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